
 
CSF ワクチンを接種した豚をと畜場や農場に出荷・移動する際は、家畜伝染病予防法第７条の規

定により、豚に確実に標識を付すことが必要です。 

● 標識の色：ピンク(蛍光色)または赤色(蛍光色)を推奨 
● 標識の部位：背部 
● 標識の方法：頭部を上部として「V」の字を付す 

※なお、ワクチン接種後 20 日間はと畜場への出荷はできません。 
また、生きた豚の接種区域外農場への移動はできません。 
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〒385-0035 佐久市瀬戸中庭 1111-179 

Tel：0267-62-4123  Fax：0267-63-3002 

 

10 月 26 日(土)に開始した管内養豚場における CSF ワクチンの初回接種は、11 月 2 日(土)
に終了しました。円滑な接種にご協力いただき、ありがとうございました。 

今後は以下のように接種していきますので引き続きよろしくお願いします。 

★ 繁殖豚：6 か月後に接種(候補豚含む)、その後は１年毎（通算４回まで）  
★ 哺乳中の豚：離乳後、30 日齢以上になってから接種（概ね２週毎） 
★ 非接種農場からの導入豚：その都度 

○今後の接種には、330円/頭の手数料がかかります。 
○ワクチン接種により事故が起きた場合、手当金が申請できますのでご相談ください。 
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CSF（豚コレラ）ワクチン初回接種が終了しました。 

異常の連絡は佐久家保 Tel 0267-62-4123 へ！（夜間･休日も） 

≪要注意！! ASF（アフリカ豚コレラ） 近隣諸国でも発生中!!≫ 
 

今回の CSF ウイルスは海外からの侵入が疑われており、ASF ウイルスも同様のリスクが

あると考えられます。CSF ワクチンの接種により気を緩めることなく、引き続き侵入防止
対策に万全を期してください。 

 

｢第 3期長野県食と農業農村振興計画｣進行中 
～次代へつなぐ、笑顔あふれる信州の食と農業・農村～ 

ワクチン接種豚の出荷･移動  

韓国における ASF の発生状況 


